
令和 7年度事業計画

治安 のバ ロメー ター と言 われ る刑法犯認知件数の総数 は、平成 15年 以
降一貫 して減少 してきた ところ、令和 6年 中の県内における刑法犯認知件
数 は、 3,441件 で、前年 と比較す ると、+76件 (+2,3%)と 、戦

後最少 となった令和 3年 を 3年連続で上回 り、今後 もその動 向には注視す
べ き状況 にある。※ 件数は暫定値
認知件数の内訳 を見 ると、総数 に占める割合が大 きい窃盗犯が 2, 63
8件 と前年比 で 5, 8%増 加す る中、昨年は前年比で空巣や忍び込みな ど
の侵入盗 は減少 した ものの、 自転車やバイ クな どの乗 り物盗が依然 として

増加傾 向にある。

また、高齢者 を狙 った電話詐欺被害は、依然 として後 を絶たないばか り
か、最近 では、 SNSや 出会い系アプ リを通 じて、大金 をだま し取 る SN
S型投資 。ロマ ンス詐欺の被害が拡大 してい るほか、子供や女性 が被害に
遭 う声掛 けやつ きま とい、児童虐待な どといった人身安全関連事案等の発
生 によ り、県民の犯罪 に対す る不安が払拭 された とは言 えない状況 にある
ため、今後 さらに積極的な犯罪抑止対策 を推進す る必要がある。
この よ うな犯罪情勢 を踏 まえて、山梨県防犯協会 は、今後 も防犯 ボラン

テ ィアの 中核 として、県や警察・ 関係機 関、団体、地域防犯 ボランテ イア

等 と協力 して 「みんなで築 こ う安全安心や まな しけん」 をス ローガ ン とし
て、総合 的な地域安全活動 を推進 してい く。

本年度 の活動重点は、

○ 防犯思想 の普及宣伝活動 の推進
○ 犯罪 の予防検挙に対す る協力活動の推進
○ 青少年の非行防止 と健全育成活動の推進
風俗環境浄化活動 の推進

と定 め、次の事業 を行 う。

第 1 防犯思想 の普及宣伝活動の推進
1 協会機 関誌 の発行
防犯思想 の普及啓発 を図るため、協会機 関誌 「防犯や まな し」を発行
し、身近 な犯罪発生状況や犯罪被害防止対策に関す る情報提供 を行 う。
2 広報資料 の作成配布
地域安全等の懸垂幕や ポスター、チ ラシ等 を作成配布す る とともに、
全 国防犯協会連合会や 関係 団体が発行す る機 関誌、資料 、ポスター、
リー フ レッ ト等 を購入 し、各支部へ配布 して広報啓発活動 を行 う。
3 防犯 ボランテ ィアセ ンター としての機能の高度化



地域安全情報 の提供や各地域 にお ける防犯活動状況の紹介 を 目的 と

して、ホームページの充実を図 り、防犯 ボランテ ィアセ ンター としての

機能 を高める。

4 地域安全 ポスター、標語、青パ ト写真 の募集
全 国防犯協会連合会が募集す る地域安全ポスター及び標語、青色回

転灯付防犯パ トロール車の写真 を、県内の小 。中・高生、一般等か ら募集

し優秀作品の表彰 と全国審査への応募 を行 う。

5 防犯 ボランテ ィアに対す る支援 と研修会の開催
(1)山 梨県及び警察 と協力 し、自主防犯 ボランテ ィア団体の連携強化
と活動の活性化 を図るため 「自主防犯 ボランテ ィア研修会」を開催

す るな ど、その活動 について支援 を行 う。

(2)地 域防犯 ボ ランテ ィアの後継者育成や スキルア ップ等 のための研
修会等の開催 について、講師の派遣や紹介、教材 の提供等の支援 を

行 う。

6 地域安全運動 の推進
(1)例 年 10月 11日 か ら 20日 までの 10日 間実施 され る「全国地
域安全運動」 を関係機 関団体 と連携 して推進す る。

(2)安 全安心なまちづ くり県民大会の開催
全 国地域安全運動の期間中、県、警察、山梨県暴力追放運動推進

セ ンター との共催 によ り「安全安心なまちづ くり山梨県民大会」 を

開催 し、防犯思想 の普及啓発 を図る。

7 防犯功労者等の表彰
(1)全 国防犯協会連合会長及び関東防犯協会連絡協議会長表彰
警察本部 、協会支部 と協議 し受賞候補者 の上 申を行 う。

(2)山 梨県防犯協会長及び山梨県警察本部長表彰
防犯功労者 、防犯功労団体のほか、防犯協会 の活動支援者 、功労

会員等の表彰 を行 う。
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犯 罪 の予防検挙 に対す る協力活動の推進

青色パ トロールカーに よる地域安全パ トロール活動 の推進

甲斐市、甲州市、南アルプス市か ら業務 を受託 している、青色パ ト

ロールカー による地域安全パ トロール活動 を継続す る。

夏季、年末年始、サクランボ、桃、ぶ どう、トウモ ロコシな どの収穫

期 にお ける盗難事件等犯罪被害防止のための防犯パ トロール等 を警察

や 関係 団体 と協力 して実施す る。

子 ども 。高齢者安全対策の推進

(1)子 どもに対す る声かけ、つ きま とい事案 を防止す るために、警察
3



と協力 して通学路のパ トロール及び点検活動 、被害防止のための防

犯教室等の開催 に対す る支援 を行 って、子 どもの保護活動 を推進す

る。

(2)令 和 6年 中、山梨県内だけで 72件 を認知 し、被害総額約 1億 8,
205万 円 (前年比 +7件 、十約 4, 940万 円)の 被害があった
電話詐欺 は、依然 として高水準で発生 してい ることな どか ら、主に

高齢者 が被害に遭 う事案 を防止す るための啓発活動や、参加型 の防

犯教室 を警察 と協力 して開催す る。※ 件数、金額とも暫定値
4 啓発物 品の貸 し出 し及び斡旋の推進
(1)防 犯 ビデオ、 DVD等 を購入 し、学校及び防犯 ボランテ ィア団体
等 に貸 し出 しを行 う。

(2)防 犯 ブザー等の防犯 グッズや犯罪被害の未然防止等 に関す る知識
を身 につけるための防犯ハ ン ドブ ック等の冊子 を斡旋す る。

5 身近 な犯罪防止啓発事業の推進
県民の身近 な犯罪である街頭犯罪、侵入犯罪、電話詐欺な どの被害

防止 を図 るため、警察及び関係機 関、団体 と協力 し啓発活動 を実施す

る。

6 防犯優 良マ ンシ ョン等認定事業の推進
従来 の 「防犯優 良マ ンシ ョン認定事業」に加 え、一般住宅や 3階建
て以 下の共 同住宅 を対象 とした 「防犯優 良住宅認定事業」 について、

NPO法 人 山梨県防犯設備士協会 と協同 して推進す る。

第 3 青少年 の非行防止 と健全育成活動の推進
1 第 43回 少年 を非行か ら守 る中学生防犯弁論大会の開催
次代 を担 う青少年の健全育成 と非行防止、規範意識 の醸成 を図 るこ

とを 目的 として警察 との共催 によ り県下中学生防犯弁論大会 を開催す

る。

2 少年サポー ト連絡会議への参加
少年 の再非行防止や立ち直 り支援 のための「少年サポー ト連絡会議」

に参加す るとともに、支援者への援助等 を推進す る。

第 4 風俗環境浄化活動 の推進
「風俗営業等 の規制及び業務 の適正化等に関す る法律」の規定 に基づ

き、 山梨 県公安委員会の委託等 を受 けて次の事業 を実施す る。

1 風俗営業管理者講習の実施
風俗営業管理者 に対 し、法令 を遵守 した営業 によ り風俗環境 の浄化

を図 るほか、少年 の非行防止 、暴力団排除等 について意識 を高 めるた
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めの講習 を実施す る。

風俗営業所等の構造設備調査の実施

風俗営業等 の許可 申請等 に対す る構造設備 の基準や営業規制 区域 に

関す る調査 を実施す る。

会議

山梨県防犯協会 の会議 開催

(1)理 事会 (決算 )
本年 5月 14日
(2)評議員会 。理事会 (決算・表彰 )
本年 6月 中旬

(3)臨 時理事 。評議員会
本年 9月 中旬

(4)理事会 (予算 )
来年 3月 初旬

各種会議への出席

(1)全国防犯協会連合会、関東防犯協会連絡協議会 の総会、研修会 に
出席す る。

(2)県 民の警察官表彰式、永年勤続警察職員表彰式等警察本部 関係行
事及び防犯協力各種 団体の会議へ出席す る。


